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（平成 25 年 12 月 20 日受付/平成 26 年 6 月 6 日受理）
要約：エミューは環境適応性に優れ，北海道においても飼育が可能な有用動物資源である。本実験はエミュー
の産卵率の向上を目的とし，交尾と産卵との関連性を 2 年間いずれも 11 月から翌年 4～5 月にかけ調査した。
ぺアリング後，交尾は早いペアで 14 日目，遅いペアは 74 日目で確認された。交尾は 1～3 月に集中し，そ
の割合は 80.23% であった。また，交尾時間帯は午前 3～9 時に集中し 75% を占め，特に，午前 5～9 時の間





















り，12 月から翌年 5 月にかけて産卵する。メスは 3～5 日










　ペアリングは，試験区 A（♂ 2：♀ 2），試験区 B（♂ 2：
♀ 2），試験区 C（♂ 2：♀ 2），試験区 D（♂ 2：♀ 2）の
4 組を設定した。試験区 A～D（4.80×8 m のペン）は農業
用 D 型ハウスに鉄パイプ，金網および畳を機材として組
み立てたペンで実施した（図 1）。ペアリングは 2010 年 11





NA-C2722）を設置し，17：00～翌 15：00 まで DVD レコー
ダー（Panasonic 製，DMR-XE100）に録画して交尾回数
と交尾時間を調べた。個体識別は各試験区内に♂ No.1，
♀ No.1，♂ No.2，♀ No.2 と試験区ごとに区別した。
　b）採卵
　各試験区は 2010 年 12 月 5 日～2011 年 5 月 31 日の間に，


















2010～2011 年と 2011～2012 年で，交尾はペアリング開始
から，早いペアでは 14 日目で，遅いペアは 74 日目で確認
された。両年でそれぞれ６ケ月間ペアリングを実施した結
果，交尾回数が多い組で 59 回，少ない組で 10 回であった。
交尾は，1～3 月の間に集中し 80.23% であった（表 1）。交








　各ペアにおける平均交尾時間は 46.52 秒～2 分 9.9 秒の
間に認められた。1 分台が多く，22～48 秒が 41.36％，48
～74 秒が 34.55% であった。交尾時間が長くなると交尾回
数は減少傾向にあった。交尾時間が短い例では 22 秒で，
長いのは 3 分 50 秒であった（表 3）。
　交尾回数および平均交尾時間数と産卵数との関係につい
て調べた。産卵数が 0～15 個区の交尾回数は 29.00±3.13
回で，平均交尾時間は 61.28±7.70 秒であった。一方，産
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Summary：The emu is a ratite with marked environmental adaptability, and can be bred in Hokkaido. �n 
this experiment,  the relationship between mating and egg  laying was  investigated  from November to 
April-May of  the  following year  for  two years,  in order  to  improve  laying. After pairing, mating was 
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